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本論は、関連性理論の概念を用い、日
本語名詞句トートロジー「AもAだ」が持
つ意味を規定する。

本論は、先行研究の問題点を指摘し、
日本語名詞句トートロジー「AはAだ」に
コード化された意味を明らかにする。
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① A Cognitive Pragmatic
Analysis of Nominal
Tautologies

本発表は、日本語名詞句トートロジー
「AはAだ」と「AもAだ」がそれぞれ独自
の手続き的情報をコード化していること
を主張し、英語を含む自然言語におけ
る名詞句トートロジーを手続き的情報が
コード化されているものと扱うことの妥当
性を示唆する。

①「 日本語名詞句トートロジー
「AもAだ」の認知語用論的研
究」

②「日本語名詞句トートロジー
再考：「AはAだ」」

②

③

④

⑤

④

本書は、認知語用論の視点から、日本
語の名詞句トートロジー発話の解釈メカ
ニズムについて分析を行い、名詞句
トートロジーが手続き的情報をコード化
している表現形式であることを提案す
る。

③

（学会発表）
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①“Two Forms of Nominal
Tautology in Japanese: A wa A
da  and A mo A da ”
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